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コミュニケーション行為理論の論理構造
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325 長野大学紀要 第15巻第3号 1993
表1 言語に媒介された相互行為の純粋型1)
形式的語用論のメルク マー ル 特徴 的 な 言語の機能 行為の指向 基本 的 な 妥当性要求 関連 す る
行為類型 言語 行為 態 度 世 界
戦 略 的 行 為 発語媒介行為,命令2)㌔相手へと影響を与える 成果に指向した 客観化的態度 〔実効性〕 客観的世界
コ 会 話 事実確認的 事態の叙述 意思疎通に 客観化的 真理性要求 客観的世界
主 (事実確認的言語行為) 言語行為 指向した 態度
ケー 規範に規制された行為シ 規制的言語行為 対人関係の創出 意思疎通に指向した 規範同調的態度 正当性要求 社会的世界



















































































































































































































































































































































































































































































行為薄型 具体化された知識の類型 論証の形式 伝.承される知識の範型
目的論的行為 技術としてないしは戦略 理論的討議 技術､戦略
(道具的行為､戦略的行為) として利用可能な知識
事実確認的言語行為(会話) 経験的.理論的知識 理論的討議 理論
規範に規制された行為 道徳的.実践的知識 実践的討議 法観念､道徳観念
ドラマトウルギカルな行為 審美的 .実践的知識 治療的批判､審美 芸術作品
(TKH,I,S.448.邦訳 (中)80真､より作成)
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し､そのアクチュア リティを生か してい くために
は､コミュニケーション行為理論を検討 し､その r
論理構造をつかみだす という作業が不可欠だとい




























































































































































































































































































































































社会と歴史の終蔦 ｣ 『岩波講座 社会科学の方法 [Ⅰ]
ゆらぎのなかの社会科学』岩波書店､1993年､51頁)｡
--バマースの時代診断にかんする問題性について
は､山之内氏によるこうした問題提起もふまえたう
えで､あらためて検討することとしたい｡
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